
 

 

 

 

わたしたちは食べることでエネルギーや栄養素をとり入れて、成長したり活動したりしています。自然の恵み

や命をいただくことへ感謝の心を持って食べましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 妙高市の学校給食では、市内 

で生産された『特別栽培米』のコシヒ 

カリを使用しています。特別栽培米 

は農薬や化学肥料を通常の5割以下 

で栽培し、県から認定を受けたものです。 

 農家の皆さんが、心を込めて作ってくださった

お米を大切にいただきます。 

令和4年 11月 

妙高市立 

妙高高原北小学校 

11月 23日は「勤労感謝の日」 

 11 月 23日はもともと「新嘗祭
にいなめさい

」といって、米

や農作物など、その年の収穫を神に感謝する日で

した。 

 普段何気なく食事をしてしまいがちですが、そ

の裏にはさまざまな人たちの働きがあります。 

 毎日の食事を振り返り、感謝する機会として、

親子で料理をしてみてはいかがでしょうか。 

 給食のごはんも新米になりました！ 

 「食欲の秋」という言葉があるように、日本の食文化にとって大切な時期である秋に、一人ひとりが和食文

化の大切さを再確認するきっかけになるよう、願いを込めて制定されました。 

 給食でも、毎月8日に実施している『和食の日』を今月は24日に実施します。 


